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Formalin 液の何れかで固定し， 10%中性 EDTA で 3--7 日間脱灰したのち， 通法に従いパラフィ
ン包埋をなし， 8μ の切片標本を作製した。
検索した蛋白アミノ基とその証明法は大要次の如くで，一部原法を改良した。 すなわち， 遊離
amino 基の証明には安間，市川氏の Alloxan-Schiff 法を用い， .Tyrosine 残基に対しては Mi110n
反応および Morel-Sisley の Diazo 法に Diazo Blue B を加えて発色の強化を計り，また Histidine
残基には Tetrazonium 結合法を原法の Tetrazotized Benzidine に代えて Diazo Blue B を用いて
安定した染色性を得ると共に，ヨードで前処置して Phenol 核， lndol 核をヨード化し， その特異性
を高めた。 Tryptophan 残基に関しては Adams の DMBA(dimethy lbenzaldehzaldehyde) -nitrite 
反応を試み， 0.5 労セロイジンで切片を保護すると共に， 塩酸の濃度を順次上昇させる乙とによって
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良好な結果を得， Arginine 残基に対しては坂口氏反応を改良した Pearse のオーキシン反応を用い
た。さらに Tyrosine， Histidine, Tryptophan 残基の三者が同時に証明される DNFB(dinitrofluoｭ
robenzene) 反応をも行い， H酸 (8-Amino-l-naphthol-3， 6-disulfonic acid) の結合により発色を
強化する Danielli 氏法を試みた。
また，アミノ基の封鎖反応として切片をE硝酸，ベンゾ-)レ，氷酷酸， DNFB で前処理し， 反応
の特異性を検討した。この他に， SH および SS 残基の証明を行い，これには標本を三塩化酷酸ア Jレ
コーノレで固定して，著者の Nitro Blue Tetrazolium 法により反応時聞を短縮し， 切片のスライド
からの脱落と，それに伴う破壊を防いだ。なお，硬組織に沈着したカ Jレシュム塩は， Kossa 氏反応と














の聞には可成りの相違がみられ， エナメノレ質では Diazo ならびに tryptophan 残基反応が象牙質に
比して極めて強く， SS 基の弱い反応を除いて全般的に上皮の角化機転と類似した染色性を示し，エ
ナメ Jレ質基質蛋白がそれとほぼ同様の組成を持つ蛋白であろうと考えられた。乙れに対して象牙質で
は，エナメノレ質に比し・て α-amino 基ならびに SH 基の反応が強く現われ，全般に歯槽骨のそれと極
めて類似していた。
かく，アミノ基の諸反応は，エナメノレ質基質と象牙質のそれとの聞に著明な差異が認められたが，
乙の事実と脱灰後の象牙質には明らかにアミノ基反応の増強が認められるのに対して，エナメノレ質で
は殆んど変化を示さなかったという本研究における所見を考え合せると，エナメノレ質と象牙質の灰化
機構の聞には，可成りの相違があると推測され，とくにエナメル質では石灰化に伴って有機基質が脱
出することが考えられた。
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論文の審査結果の要旨
本研究は人発育歯目玉の形成細胞ならびにエナメノレ質，象牙質について，その蛋白アミノ基を組織化
学的に研究したものであるが，従来ほとんど行われていなかったエナメノレ質，象牙質の有機質の変動
について有意なる知見を得たものとして価値ある業績であると認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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